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希土類硫化物 EuPd3S4の単結晶育成と物性 
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 希土類硫化物 RPd3S4 は立方晶 NaPt3O4 型(空間群 Pm3n)の構造を持

ち[1]、結晶場基底状態に多重極子の自由度を有する物質系である[2]。

実際、RPd3S4（R＝Ce、Sm、Tb、Dy）では多重極子秩序を示し、この

中で CePd3S4、DyPd3S4 は異方的な磁気相図を示すという報告がある

[3][4]。一方、EuPd3S4については多結晶試料での物性報告があり、3 K

付近で反強磁性秩序を示す。メスバウアー分光測定から Eu の価数は室

温以下で 2.5 価であると報告されている[5]。今回は EuPd3S4の単結晶育

成を行い、物性を調べた。  

 単結晶試料は EuPd3S4 の多結晶を予備合成した後、KI を輸送材とし

た化学輸送法により作成した（図 1）。図 2 に B//[100]における帯磁率の

温度依存性の結果を示す。多結晶で報告されたように、3 K 付近に反強

磁性秩序に伴う異常を観測した。キュリーワイス則より見積もった有効

ボーア磁子は 6.19μBとなり、この値から見積もられる価数は 2.4 価で

ある。今回は、単結晶試料による物性測定から、RPd3S4系で観測されて

いる多極子秩序や異方性の有無について明らかにする。  
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図 2 EuPd3S4の帯磁率の温度依存性  図 1 EuPd3S4の単結晶  
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